
第 15回県西地域活性化推進協議会 結果概要 

（R5.3.17 13:30～15:00 小田原合同庁舎） 

 

 

○ 開会 

 

○ 知事あいさつ 

黒岩知事 

本日は大変お忙しい中、県西地域活性化推進協議会にお集まりいただき、誠

にありがとうございます。 

本日は、実に４年ぶりの対面での開催となる。こうして県西地域で多くの

皆様と直接お会いして協議会を開催できることを、大変嬉しく思っている。 

新型コロナウイルス感染症について、国は、５月８日から感染症法上の位置

付けを、「２類相当」から、季節性インフルエンザと同じ「５類」に変更す

ることを決定した。 

今後は、新型コロナとの「共存」を前提とした感染症対策を行いながら、県

としてもこれを機に、さらに人を呼び込みたいと考えている。 

さて、令和３年３月に「県西地域活性化プロジェクト」を改定してから２

年が経過し、いよいよプロジェクトの最終年を迎える。これまで、県をはじ

め、市町や民間が連携し、平成 26 年から未病の改善をキーワードに「県西

地域活性化プロジェクト」を進めた結果、地域全体に未病の考え方が広く浸

透し、未病コンセプトを生かした取組も数多く生まれてきた。 

そこで、令和３年のプロジェクトの改定では、未病改善の普及啓発から、

実践を進める段階にステージを上げ、取組を行うこととしたほか、コロナ禍

をきっかけにした社会環境の変化を踏まえ、関係人口の創出や、移住・定住

の促進に積極的に取り組むこととした。 

県では今年度、未病改善の実践を体験できる講座や、複数の市町をめぐる

広域ワーケーション、「体験」による未病改善をテーマとした誘客キャンペ

ーンを行うなど、新たな取組も進めてきた。 

また、未病に関連した取組として、11月に箱根町で「ME-BYOサミット神奈

川 2022」を開催し、地域の抱える健康問題などについて議論を行ったほか、

県内各地で「ねんりんピックかながわ 2022」を開催し、未病改善の取組を全国

に発信することができた。 

さらに、来月には、プロジェクトの象徴でもある未病バレー「ビオトピア」

がオープン５周年を迎えるということで、県西地域がさらに盛り上がってい

くことを期待している。 



本日は、これまでの取組状況について、委員の皆様からご報告いただくとと

もに、プロジェクトのこれまでの成果について振り返りを行う。 

また、令和６年度以降の対応に向けて、県西地域が目指すべき将来像につい

ても、委員の皆様からご説明をいただけるということで、協議会でそれらの内

容を共有し、意見を交換していきたい。限られた時間ではあるが、プロジェクト

の今後の展開に向けて、忌憚のない議論をお願いしたい。 

 

 

○ 議題 

(1)令和４年度の県西地域活性化プロジェクトの取組状況について 

(2)令和５年度の県西地域活性化プロジェクトの取組 

(3)令和６年度以降の対応について 

市町、民間事業者及び事務局から説明※。 

（※）小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町、

株式会社ブルックスホールディングス及び事務局 

 

○ 意見交換 

小田原市長 

コロナで 10市町が一堂に会する機会がなかったが、私自身も他市町の取組を

聞き、大変参考になったし、共通している部分と、それぞれの地域性とがよく

出ていると思った。特に移住と雇用は地域共通の課題かと思う。昨日、湯河原

に移住した方に会ったが、小田原の方と交流されているとのことだった。小田

原、湯河原、南足柄など、移住先を決めてから来る方もいるが、なんとなくこ

のエリア、場合によっては県境も越えて、静岡県東部から神奈川県西部くらい

でいいところがないかなと探し、結果的にいい物件があったから来たみたいな、

そういう方が多いと思う。そうするとやはり、地域全体の魅力を改めて出すこ

との重要性を感じた。 

本市にアウトドアブランドの本社が移転した。「なぜこの地域か」と聞いた

ところ、「このエリアにはスキー以外のあらゆるアウトドア要素がある」とい

う答えだった。海もあれば川もあり山もあり、トレッキング、渓流釣り、海釣

りもでき、スイミングもできるのでこの地域を選んだ。まさにこの地域の魅力

が伝わった結果。たまたま本市にいい物件があったからだが、そういうことが

どんどん起こってきているということは、この県西地域活性化プロジェクトの、

一つの大きな成果だと思っている。 

プロジェクトの一定の成果は着実に出てきていると感じている。広域的にや

っていくという意味は本当にあったなと思う。知事にも、５月に三の丸ホール



で小田原城の見えるところでテレワークをしていただいた。その後も県西地域

でテレワークをしていただいたと伺っている。そういうことも情報発信になっ

ているかと思う。 

最後に、若者をどうするかという大きなテーマで、本市も若者政策を進めて

いて、私も色々な方と話すが、高校生の持つ活力、ネットワーク、想像力はす

ごい。我々世代の時の高校生とは確実に時代が違う。このエリアの高校生は多

くの方が県立高校に通っている。もちろん、それぞれの行政が単独で、地域の

学校と色々やり取りをしているが、小田原市内にある学校に通っているのは小

田原市民とは限らない。うまく地域と高校生とがコミュニケーションを取れる

仕組みもこれからは必要なのではないか。 

最後は私の個人的アイデアになる。大井高校と小田原城北工業高校を統合す

ることについて、既に発表されているが、思い切って、高等専門学校、高専に

することも一つのアイデアではないか。大学に進む方ももちろんいるが、より

早く社会に出ていくために高専を選択する方もいるのではないか。全国でも民

間の高専ができるなどしている。若い人たちを地域に留まらせる、まさに知事

のマグネットのように、よそから引き付けてくる可能性もあるかなと思う。 

 

湯河原町長 

高校生のパワーについて、湯河原の「多世代交流拠点」の二拠点目の中心で

動いているのは高校生。一拠点目で育った小学生、中学生の子たちが今、高校

生になっている。高校生だと、アルバイトとして賃金を払うことが可能なので、

子どもたちに勉強を教えるなどしてくれている。湯河原には高校はないが、も

ちろん高校生はいる。小田原市長から高校生のパワーみたいなもの、能力があ

るという話があったが、私もそういう印象を持っている。今、地方創生で大学

生が非常にフットワークよく動いているというような実績の積み重ねはどこに

もあると思うが、県のエリアくらいなら高校生のパワーをうまく地域とつなげ

ていくような仕組みを考えてみていただけたらと思う。 

 

南足柄市長 

県西地域の大きな資源、魅力は自然環境だと思う。南足柄も空き家対策で相

当苦労しているところだが、空き家バンクに登録が 42件あって、そのうち成約

したのが 26 件。さらに、そのうち 16 件が市外と県外から移住してきた。未病

改善の戦略的エリアとしての地域の魅力として、コロナの厳しい一面もあった

が、その反面、こんなに都心から近いところで、自然環境豊かで、豊かな森林、

良質で清澄な水もあり、そういうところで子育てしたいという気持ちの方が多

いのだろうと、勝手ながら思っている。働く場所がある、子育て支援の環境も



良い、教育環境も良い、また、国際社会でのテーマである脱炭素社会への取組

もどんどん進んでいる。こういうところで子どもの教育もしたい、育てたいと

いうことで、非常に大きなアドバンテージとなる資源があるところだと思って

いる。南足柄のみならず、足柄上地域、県西地域全体でそれぞれの個性や魅力

が満載なので、人口が多いからいいということではなく、今は違う付加価値を

求めて、皆さんがどこにしようかと思っているのではないか。 

昨年、知事にテレワークで南足柄にきてもらい、森林商社の株式会社あしが

ら森の会議の拠点事務所で仕事もしてもらった。また、児童福祉と母子保健を

一体化した子育て支援拠点施設「にこっと」にも来てもらって子どもたち、親

御さんたちと親しく交流してもらい、皆さん大喜びだった。 

そのような、神奈川県で初めてであり、国に先駆けた政策を実現した場所が

屋内にあるが、外遊びができるような公園は 30～40年前にできたもので、まだ

リニューアルできていない。そこができると、遊べる場がある、自然環境の中

で防災の拠点にもなるということで、全てが同じベクトルに向かうのではない

かと思っている。そのような、色々な観点で、２市８町それぞれの特徴ある取

組に物心両面で力をお貸しいただければありがたいと思う。 

 

小田原箱根商工会議所会頭 

外国人の目線で話したい。私は小田原市の海外市民交流会で会長をやってい

る。小田原市はアメリカのカリフォルニア州のチュラビスタ市と姉妹都市にな

ってから 40年になる。毎年若者の短期交換留学を４人ずつ、それぞれ２週間ず

つで行っている。その関連で、コロナで事業はできなかったが、なんとかそれ

に代わるものをやりたいと思い、チュラビスタ市の高校とオンラインでつない

で、記念事業を行った。今、チュラビスタ市の高校と小田原市の高校を姉妹高

校にしてはどうかという話が盛り上がっているようだ。地元の高校生もそうだ

が、外国の高校生も含めたインターナショナルな高校生に、まちづくりに関わ

っていただくのもよいのではないかと思った。 

また、会の新しい企画として、「YOU はどうして小田原に？」というイベン

トをやった。住んでいる外国人同士の交流の場にもなればと思い、小田原市に

いる６か国 10名の在留外国人に集まってもらって、「あなたたちはどうして小

田原に住んでいるのか」ということを聞いたら、「こんな素晴らしいところは

ない」と皆さんが言っていた。その中には、日本に来て８年で、うち６年は東

京に住んでいたが、コロナで息苦しくなって、外に出たいと思い、色々探した

ら縁もゆかりもない小田原にたどり着いたという方もいた。その方はオランダ

の方で、仕事は東京で建材の商社をしており、奥様が日本人の方。この地域の

素晴らしさを皆さんがおっしゃるので、色々な方にこの地域に来ていただくと



いう中で、外国人に来ていただくという視点もありだと思う。多くの方は奥様

か旦那様が日本人なので、入りやすいのではないか。 

そのような中で、先般、日本アセアンセンターというビジネス交流をする団

体から連絡をいただき、小田原・箱根を見たいということで、お迎えした。

「箱根は知っているが、小田原は知らなかった、初めて聞いた」という方々が

多かった。ご案内をしたら「この地域のポテンシャルはすごい」と。アジアの

色々な国がこの地域に直接的に関心を持ち始めているという感じがしている。

そういう方たちも含めて、この未病を中心とした活性化に外国人を取り込んで

いくという視点も大切かなと思った。 

 

横浜薬科大学 渡辺学長補佐 

皆様のお話について、非常に感銘を受けた。何年か前に２市８町がそれぞれ

頑張っているが、点が線、もしくは面にならないかとお願いをした。本日の話

の中で、地方創生推進交付金やサイクルスタンプラリーなど、２市８町の、地

域を超えた取組が面として盛り上がってきた。一方で今日、新たな話として人

口の流入と流出の話が出た。たしかに、コロナで東京都から近隣の県に移住者

が増え、東京は流出超過になった。ただ、去年はまた流入超過になり、結局、

人が戻り始めた。このことは、深刻に考えなければいけないことだと思う。市

長、町長から話があったように、アウトドア派にとっては魅力だが、果たして

それだけで本当に人が居つくのかというのは考えるべきだと思う。 

その中で、一つは、インターネット環境の支援がどれだけあるかが大事にな

る。プロバイダーや基地局の話になるかもしれないが、特に山深いところで、

インターネットのつながりが悪いと不便だというのが若い人たちの考えになる。 

今日の高校生の話は、すごくいい話。湯河原の多世代交流拠点の話があった

が、皆、高校までは地元にいるが、大学で地元を出てしまい、そのまま帰って

こない。高校生までの間に、いかにふるさと愛を育くみ、「地元に戻ってきた

い」「地元で活躍したい」という人を育てるのかということで、高専の話など、

いい話がたくさん出てきた。 

逆に、高校生は何を考えていて、将来どうすればこの地域が魅力的になるの

か、もちろんこの場で大人たちが考えることも大事だが、次の世代の高校生や

もっと下の世代が、地元愛をどう育むのかということについて、積極的に交流

していくことが大事。その中では、先ほど話のあった外国人というのも一つの

キーワード。「海外との交流ができるまち」などは非常に色々な魅力が出せる。 

「自然が豊か」というキーワードだけだと、他にも競合する地域がたくさん

あるので、なぜ県西地域なのかということになってしまう。やはり、魅力をど

う作るのかはみなさんに考えていただきたい。 



多世代交流をやってみて驚いたのは、大学生が高齢者を支える、支援すると

いう奢った考えでやったが、実際に蓋を開けてみると、若者がお年寄りに励ま

される、元気をもらうという逆の効果があった。多世代交流の場が結構大事な

ポイントになると思う。湯河原町から県西地域においてもどんどん発展して、

色々な場所に拠点ができればいいと思う。先ほど湯河原町長から話があった、

一拠点目で育った子が高校生になって、二拠点目で彼らが中心になって活動し

ているというのは、大変嬉しいこと。特に子どもの時からそういう意識をもっ

て育った高校生が、自分たちの地元の魅力をどう発信するのか真剣に考えてく

れるのであれば、色々な地域においても展開して良いのではないかと思った。 

 

湯河原町長 

今後、県で考えてもらえないかということが１点ある。移住もいいが、二拠

点生活という選択肢も東京、首都圏が近いので可能性がある。その中で、学校

は難しいと思うが、保育園の年齢までなら、例えば２箇所の保育園に通える仕

組みや、現在の仕組みの中でそういったことができる可能性があるのかどうか、

県の専門分野で研究していただきたい。一時預かりはできるとしても、現実的

に週末だけ西に来ようなどといった時に、保育園にどうしても預けなければい

けないということがあると思う。すぐにはできないと思うが、研究するには非

常に価値がある。学校では難しいと思うが。明日明後日のことではないが、今

後、生活の多様化が進む中で、県レベルで何が可能かを考えていただきたい。

今日、愛知県で学校を３日間休むラーケーションという造語（注：ラーニング

とバケーションを組み合わせたもの）で、自由に休みを取れる仕組みが報道さ

れていた。そのような、県独自の仕組みを何かの機会に考えていただきたい。

会の趣旨からは離れているかもしれないが、色々な話を聞きながら、ふと思い

出したところ。 

 

黒岩知事 

本日は、大変貴重なご意見をいただきありがとうございました。３年にも及

ぶコロナ禍で未病改善という言葉を進めてきたが、非常に困難な状況だった。

食、運動、社会参加とあるが、社会参加ができない。コミュニケーションをと

ることは大事だが、密を避けるといったことで何もできない。運動習慣が大事

と言っても、部活すら十分にできない。未病改善ということからすると、逆風

の嵐だった。 

その中で今日、皆さんの話を聞いて、未病コンセプトをしっかりと育て上げ

てくださった、磨き上げてくださったものがしっかりと根付いてきていること

が確認できて非常に心強く感じた。今日、この会議室ではマスクをしているが、



もうマスクをとってもよいという時代に入り、いよいよウィズコロナ、アフタ

ーコロナの時代が始まろうとしている。ここから我々は今までできなかったこ

とを思い切りやっていくぞという思い。 

今日は、たくさんのいいキーワードやアイデアをいただいた。「高校生」と

いう言葉がたくさん出てきた。私も非常に共感するところである。 

昨日、自民党の部会から声をかけていただき、リモートで自民党本部とつな

いで、発表した。「神奈川県が進める高校生の未病学習」に関心を持たれて、

そのことについて説明してほしいということで、部会につながった。その部会

は世耕さんが仕切っており、加藤厚労大臣もいた。未病コンセプトの話から始

め、ヘルスケア・ニューフロンティアの話をした。食、運動、社会参加を子ど

もたちの時からやっていくことが大事で、県ではミビョーマンを作り、保育園

や幼稚園を回ってミビョーマンの歌を一緒に歌って踊って、未病のコンセプト

を幼稚園や保育園の子どもに教えた。また、県立高校には未病を学習できる副

教材を作った。私が言うのはおかしいかもしれないが、非常に良くできた教材。

最初に「未病とはこういうものだ」という説明があり、「未病を改善するため

になぜ社会参加が必要なのか」といった設問がある。「社会参加と未病の関係

について皆で議論して書きなさい」といった設問もあり、これは、非常に深い

話だと思う。そういった記述が次々とあり、みんなで議論しながら埋めていく

もの。様々なページがあり、認知症や、女性にとっての未病、睡眠と未病の関

係はどうかといったことが書いてあり、高校生が学べるような仕組みになって

いる。それらの発表をしたら、自民党の参加議員の皆様からは大変な反響だっ

たと聞いている。未病教材を使った教育もコロナ禍で十分にできていなかった

のではないかと思うので、さらにネジを巻き返していきたい。 

また、SDGs という言葉は最初、なかなか認知が高まらなかったが、今はすご

く認知度が上がった。私は、子どもがカギを握っていると思った。コロナ禍の

前に、SDGs をテーマとして、県民との対話の広場を県庁の大会議場で行った。

対話の広場には多くの高校生が来てくれ、非常にアクティブに発言をしてくれ

る。「私達は学校で SDGsを勉強しているが、親が知らなかった。親はどうすれ

ばいいですか」と言うので、「あなたが教えてください」という話をした。

SDGs は子どもたちから広まったという受け止めをしている。リビエラ SDGｓア

クション実行委員会というところが SDGsの作品コンテストをやってくださって

いるが、先日、優秀賞の表彰式があり、小学生が多くの作品を出していて、驚

いた。知事賞の小学４年生の子はお菓子のメーカーに自分でアンケートを送り、

「あなたたちの会社はいつプラスチックを廃止するのか」という質問をして、

その結果をグラフにして発表した。フィールドワークもしっかりしているし、

大学生の卒論のようで、すごいものだなと思った。その表彰式の後にフォーラ



ムのような形で話をするのだが、並んでいるのは小学生から中学生までの子ど

もたち。司会者が「あなたは SDGsの何番に関心がありますか」と聞くと、「私

は 14番です」などと答え、皆が会話しており、見ている大人の方がポカンとし

ている。子どもたちは機会さえ与えれば、彼らにとって自分たちの未来がかか

っているということで、すごく真剣に取り組む。「私は何をすればいいのか」

というアプローチで取り組む。そのため、SDGs というのがあっという間に広が

ったのかなと思っているところ。未病コンセプトについてもそういったアプロ

ーチをしていくことは非常に大事。 

先ほど、「このエリア」という話があった。まさに、県西地域活性化プロジ

ェクトは、「このエリア」ということで、みんなで共通の課題を見つけていこ

うということであったが、これまでは、大きな社会的課題を乗り越えるプロセ

スで、経済のエンジンを回そうと言っていた。同じように、その大きな課題を

乗り越えることによって地域活性化につなげていこうといったこともあるので

はないかと、今日、話を聞いていて感じた。今、一番大きな社会問題といえば、

少子高齢化。少子高齢化という大きな課題があるときに、県西の持っているパ

ワーをどうアピールするか。子どもを産みたくなるこの県西、子どもを育てる

なら県西。そういうアプローチを広げていく。元気ではつらつとしている子ど

もたちのパワーによって、少子化を乗り越えていくモデルを作れるのではない

かということも感じた。 

これから本格的に未病コンセプトを展開していく。未病つながりで他の地域

と交流していく。海外でも、ベトナムとの交流はかなり深く行ってきた。関係

者の方にご協力いただいて、風魔忍者のパフォーマンスをベトナムで行うなど、

ベトナムと太いパイプを作ってきた。ベトナムに行って未病の話をしたらトッ

プの指導者が大変な関心を持ってくれたので、ベトナムとのつながりの中でも、

この未病というコンセプトをつないで、どんどん県西部に呼び込んでくるよう

な、そんな流れも作っていきたいと考えているところ。 

こういった会をまたしっかりとつないでいきながら、県西活性化プロジェク

トで大きな成果を出すために全力でやっていきたいと思うので、よろしくお願

いします。本日はありがとうございました。 

 

○ 閉会 


